
別記様式第６号の２ 

和 公 建 ９４ 号 

令和６年 7月 9日 

（２０２４年） 

和歌山市 都市建設局  

建築住宅部 公共建築課長 

質 問 回 答 書 

令和６年７月２日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

年 度 

工 事 (業 務 )番 号 

工 事 ( 業 務 ) 名 

工 事 (業 務 )場 所 

令和６年度 

第２４００００５０号 

中消防署南分署宮前出張所新築工事. 

和歌山市手平６丁目１０２番９ 

質 問 事 項 回 答 事 項 

１ 共通事項 

設計書の下記１～４「一式工事」について数量の開示をお

願いします。（設計上の想定が不明な部分も多々あります。合

わせて回答お願いします。）また「一式」工事の記載部分につ

いては、数量による増減はないものとするのでしょうか。 

１直接仮設工事 

① 外部足場 くさび緊結式

② 外部足場 単管ブラケット足場

③ 外部棚足場

④ 外部仕上足場

⑤ 内部棚足場

⑥ 内部仕上足場

⑦ 災害防止

２土工事 

① 発生土 運搬、処分

質問の１から４の単位「式」についてですが、国土交通省

大臣官房官庁営繕部監修「建築工事内訳書標準書式」に基

づき一式としています。 

一式内の数量については、特に増減はないものとします。

ただし、必要な追加事項等が生じた場合はこの限りではあ

りません。 

なお、内訳数量については、見積用設計図書をもとに適切

に積算して下さい。 



３金属工事 

① 壁下地 開口補強 

② 天井下地 開口補強 

今回、電気・機械の設備開口の補強も建築に含まれますが、

開示される数量に分離発注分の補強も含まれますか。 

（図A-01 設備との施工区分/A-07区分表より） 

 

４共通仮設（積上） 

① 仮囲（計画図の総延長の数量と期間） 

② 鉄板敷（施工場所は、何処を想定されていますか。ゲー

ト前の待機スペースでしょうか。）個々の面積と日数を開

示してください。 

③ 交通誘導員Ａ 何人計上すればいいですか。 

ａ.日数について、図A-10より 

「工事期間中は必ず交通誘導員を配置し…」と記載 

  ｂ.現説での工事日数は、休日等を見込んだ日数として 

３６０日。 

  ｃ.施工に関しての注意事項より 

   令和6年6月以降の毎月第2・４土曜日は建設現場一斉 

閉所に協力する。 

 

ａ～ｃより、交通誘導員の人数は、３６０日と解釈して

よろしいでしょうか。また誘導員Ａを指定ですので、前

面道路のゲートに一人でしょうか。 

 

上記関連、「ｃ」より、記載されている「工事日数３６

０日」は「実働日数」とし、一斉閉所している日数は含

まないと解釈してよろしいでしょうか。 

 

２ 分離発注 

2階北側ベランダ（キュービクル、自家発電、オイルタン

ク置場）の楊重は前面道路歩道を一時的に使用すること。

その際には、養生鉄板ｔ２２を敷き、交通誘導員を配置し

届出を行う。と記載ありますが、区分表の建築に含まれて

いません。別途と解釈してよろしいか。 

 

 

A-07区分表にあるように、床、壁、天井点検口に係る開

口補強は本工事とし、取付け機器類等の補強は各々別途工

事としていますが、ＥＣＰ部の補強については本工事の範

囲としています。 

 

 

 

① A10図参照して下さい。 

② ゲート前、杭打機用、揚重機用を計上しています。 

供用日は御社で必要な日数を計上して下さい。 

 

③ 安全面を考慮したうえで、施工に必要な実日数を勘

案し員数の計上を行って下さい。 

なお、工事日数３６０日には不稼働日を含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問のとおりです。 

 

 

 

 

 



また建築工事に含む場合は、何トン荷重を何ｍまで楊重

が必要なため、何トンのクレーンが何日必要なのか。見

積可能な詳細の指示をお願いします。 

 

 

 

３ 施工順序 

① 当該工事、外周にL型擁壁及びその基礎として柱状

改良があります。境界部分ですので仮囲いは、Ｌ型

擁壁完了後でないと施工不可と思います。 

擁壁工事が完了するまで仮囲いは不可でよろしい

でしょうか。 

   ② ①の前に既存ＣＢ＋基礎撤去とありますが、西隣の

民家に接近しています。先ず、「ＣＢ塀の根入れ・寸法」の

開示、ならびに「基礎の根入れ・寸法」の開示お願いしま

す。 

 

敷地はガソリンスタンドだった跡地かと思いますが、既

存撤去時、この塀部分を残しているくらいの構造物です。

どんな工法をしても隣家に影響はあるかと考えますが、設

計書に矢板も何も、影響を回避するような対策をしている

項目がありません。隣家とはどういう話で了承しているの

でしょうか。 

落札後、受注者が交渉するところから始めるのでしょう

か。 

  

  また西隣だけでなく、北東隣も隣家が接近しています。 

 特に東隣については、建屋が隣接しています。各箇所の経

緯などお願いします。 

 

 この部分の対策については、協議により大きく費用も工程

も異なることになると思いますが、清算対象と解釈してよ

ろしいでしょうか。 

 

４ 外周擁壁 

① 外周擁壁の一般タイプの延長が不明です。設計書の天端

質問の１から５の単位「式」についてですが、国土交通省

大臣官房官庁営繕部監修「建築工事内訳書標準書式」に基

づき一式としています。 

なお、内訳数量については、見積用設計図書をもとに適切

に積算して下さい。 

 

 

現場施工時の疑義・協議内容とは思いますが、任意仮設（仮

囲い）の設置が不可能な場合は、これに替えてコーン、バ

ー程度等の簡易的な仮囲いが必要と考えます。 

 

 

G-05図参照して下さい。 

 

 

 

 

工事に対する影響を鑑み、工損調査（事前・事後）を見込

んでおります、撤去においてもG-05図にありますように、

根入れも浅く矢板等の計上は行っていません。 

施工時に、土留が必要な場合は、別途協議を行い簡易トレ

ンチ等であれば対応は可能です。 

なお隣家とは本工事が行われる旨の説明は行っておりま

すが、詳細内容については、事業課ならびに本課担当者で

再度説明を行う予定です。 

現段階で清算は考慮していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-01図参照して下さい。 



均しを正とし、総延長Ｌ＝８２．８ｍと仮定。記載の一

般以外の寸法を減じると７１．５ｍとなります。この解

釈でよろしいですか。 

 

② ＲＣ持出し部の断面が「×」取り消されていますが、変

更後の断面を指示ください。 

 

③ 質問４にも関連しますが、境界から擁壁面までｗ３６０

しかありません。矢板が必要でしょうか。そもそも矢板

を入れて型枠施行は可能か。 

 

④ 構造図の擁壁の外側に点線で側溝の記載があります。こ

の側溝が外構図の側溝Ｂとした場合、境界側の型枠施工

はできませんが、張りコンにて施工ということでしょう

か。 

 

構造図の一般事項より 

① 工事に先立ち設計図書を精査確認のうえ「相違や差異、

不明箇所」などがある場合は質疑応答で解決後に施工す

ること。 

② 材料特性等ディテールなどによるクレーム発生の防止、

改善策がある場合は事前に提案してください。 

③ 不具合が発生した場合は「発生状況」、「原因究明」、「処

置方法」、「再発防止」、「品質保証」について、施工者と

しての責任を明記した報告書を提出すること。 

この部分に関して、詳細が不明なため、回答方法により施工

方法や工期、費用など全く異なるものになります。「施工前

に解決」と記載ありますので質問していますが、入札前に

発注者の想定がわからないままでは、見積すらできない案

件かと思います。質問4同様に見積のできる回答をお願いし

ます。 

 

５ ＲＣ塀 

 G-03詳細図より 

 「RC塀2,000～1,600詳細図」記載のw180×GL+2,000の分

のＬ型擁壁でない塀とはどの部分でしょうか。 

東西北面３方です。起点・終点に「ＲＣ擁壁」の記載があ

ります。 

 

 

持出し部擁壁はありません。当該部（南西角部）の擁壁は

無くなっています。 

 

S-115図参照して下さい。 

既存地盤面から６００程度の根切りであるため、素掘りで

積算しています。 

 

質問にあるように、現打ち側溝の場合、型枠施工は不可能

で、型枠を存置する等の施工の工夫が必要と考えます。 

施工が困難な場合は二次製品での施工も承諾します。 

 

 

 

現場施工時、施工図等提出の際、現場における疑義等があ

る場合に、協議を行い工事打合簿等により提出してもらう

ものであり、見積りを行うにあたり関係するものではあり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-01図参照して下さい。 

図面位置は駐輪場の南側になります。 



 

 手摺壁は、地盤面より850ですし、外周擁壁は1,600です。 

 Ｌ型ではない取り消されているTYPEＤはＷ200です。 

  

 どの部分でしょうか。 

 

６ 出動表示灯 

 S-117/P.77より 

 

設計書に出動表示灯の行燈部分及び柱の記載がありません。

分離発注の電気工事などに含まれるのでしょうか。 

 

建築工事としては別途と解釈して宜しいでしょうか。 

 

７ 型枠支保工 

 

型枠支保工について 

「支柱の高さが3.5ｍ以上」のものは、労働災害を防止するた

めに外部足場と同様に、組立期間３０日前までに届出が必要

な工事です。 

当該物件は、対象工事かと思いますが、設計書に記載ありま

せん。 

 

通常の躯体・仕上足場と違い、荷重を受ける事のできる部材

により棚足場を施工する必要がある。工程上の日数も費用も

別途発生します。 

 

少なくとも１F部分はほとんど必要かと思います。 

 

 

罰則規定のない「一斉閉所」は注意事項にも記載があります

が、 

 

死亡事故にも繋がり罰則規定もある上に、費用も日数も必要

な仮設足場については設計数量はありますし、図面内に注記

も記載があります。 

 

 

 

 

 

 

 

質問のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場での変更協議対象とします。 

見積は見積用設計図書をもとに行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記載のない型枠支保工については、清算対象と解釈して宜 

しいでしょうか。 

 

 

８ 金属製建具 

① AW－１アルミ製建具のドアの場合、コンシールドドア

クローザー本体を仕込めるスペースがないため取付不可

です。一般的なドアクローザーでよろしいでしょうか。 

 

② AW－１ ガラス品種参考断面図と建具表で違います。

建具表を正として FL5＋A６＋FL５ として宜しいで

しょうか。 

 

③ AW－１ 参考断面図では、個別防火設備の納まりです

が、建具表では防火設備ではありません。建具表を正と

して非防火設備と見てよろしいでしょうか。 

 

④ AW－７、８ 建具表では、突き出し窓ですが、断面図

では外倒し窓となっています。どちらが正でしょうか。 

 

⑤ AW－６ 建具表では、突き出し窓となっていますが、

防火設備に突き出し窓はありません。断面図を正として

外倒し窓で宜しいでしょうか 

 

９ 工程について 

当該物件の工期が３６０日と記載がありますが、工期が足り

ないようにおもいますが、大まかな計画でも結構ですので開

示お願いします。 

 

下記の工事の期間と順番をお願いします。 

撤去工事 

柱状改良  ※撤去前に改良でしょうか。 

外壁擁壁工事 

敷地外側溝 

建物工事 

外構工事 

 

 

 

 

 

一般的なＤＣとして下さい。 

 

 

 

建具表を正として下さい。 

 

 

 

建具表を正として下さい。 

 

 

 

建具表を正として下さい。 

 

 

質問のとおりです。 

 

 

 

 

概略の工程ですが、準備工、仮設工事、地下水位低下工、

撤去工事、柱状改良工、外壁擁壁、敷地外側溝、杭工事、

基礎工事、（設備配管、スリーブ）、盛土、杭工事、足場工

事、建物工事、（設備および屋上設備）、仮設撤去、外構工

事、歩道改修工事、整理清掃等、（設備試運転）、各種検査

を見込んだ工期の算定を行っています。 

 

 

 

 

 



歩道改修工事 

上記、工事が含まれていましたら、細かな工程でも結構です。 

 

１０ 借地について 

当該敷地にゆとりがありませんが、周辺に、工事車両や仮設

事務所を設置するための貸借できるスペースはありますか？ 

 

１１ 断熱吹付 

設計書 

壁 断熱吹付 硬質ウレタンフォーム T２０ ４２９ｍ２ 

外壁：押出成形セメント板４１６ｍ２ 

 

設計図 

Ａ－１５ 外壁面：硬質ウレタンフォーム T２０ 

Ａ－２３ 階段室内の壁 発泡ウレタン吹付 Ｔ２０ 

※設計書に記載なし 

 

設計書に記載の断熱吹付は、外壁面に関する表記として理解

できますが 

階段室内の断熱吹付は、設計書に記載ありません。一部の壁

は、物干し場に面していますが、その他の壁は打放しの上、

撥水材仕上げです。この面のみ吹付素地とするのでしょうか。 

 

この部分の表記は誤記と解釈して宜しいでしょうか。 

 

それとも、断熱吹付を含め、指示される仕上げを清算対象と

するのでしょうか。 

 

１２ 柱状改良 

外周の擁壁下 柱状改良 

北側境界面に東西に電線が走っていますが、弊社協力の杭施

工業者より電線の移設を求められました。実際測量して計測

している訳ではありませんが、建物は電線の位置から外れて

いるように思いますので保護カバーだけでいいように思いま

すが、擁壁は干渉しているように思います。 

 

 

 

 

 

スペースは確保しています。 

 

 

 

 

設計図にある発泡ウレタン吹付を、硬質ウレタンフォーム

吹付と読み替えてください。外壁に面する部分と階段室部

分を含んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問にあるように施工時に架空線との干渉が否めない箇

所があることを確認しております。 

工事着手までに移設、保護または高さの調整等を以て関係

各所と協議を行います。見積は見積用設計図書をもとに行

って下さい。 

 



関西電力に問い合わせ中ですが、後ほど担当部署より連絡と

いうことですので、この場合どういう方法と回答があるのか

不明ですが、電線移設となると電柱の移設にも関わるのでは。

と懸念しています。また、電柱移設となると通常工事期間中

に間に合わない事が多々あります。 

 

この事案について設計上どう解決されているのか回答をお願

いします。 

（費用や工程上の影響などを含めてお願いします。） 

 

１３ 敷地外側溝 

質問４にも関連しますが、敷地外(擁壁の外部側)の側溝の流末

の処理はどうなりますか。 

側溝A、B、C 各所 図面にも設計書にも記載がありません。 

 

分離発注の機械設備と解釈して宜しいでしょうか。 

 

また、費用に関して建築工事に含む場合、清算対象として宜

しいでしょうか。 

工事に含む場合、見積できる詳細図をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面はG-01図、設計書は屋外排水を参照して下さい。 

雨水の流末（合流区域）は、敷地南東の汚水桝、南中央の

汚水桝の2箇所へ接続します。 

施工区分は建築とし、清算の対象とはしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第６号の２ 

和 公 建 第 ９５ 号 

令和 ６ 年 ７月 9 日 

（２０２４年） 

和歌山市 都市建設局  

建築住宅部 公共建築課長 

質 問 回 答 書 

令和６年７月２日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

年 度 

工 事 (業 務 )番 号 

工 事 ( 業 務 ) 名 

工 事 (業 務 )場 所 

令和６年度 

第２４００００５０号 

中消防署南分署宮前出張所新築工事 

和歌山市手平６丁目１０２番９ 

質 問 事 項 回 答 事 項

１．A－４５図 AW－１のドアの場合、コンシールドドアク

ローザー本体を仕込めるスペースがない為、取付不可になり

ます。一般的なドアクローザーでよろしいですか。 

２．A－４５、４９図 AW－１のガラス品種が建具表と参考

断面図で違います。建具表を正としてよろしいですか。 

３．A－４３、４５、４９図 AW－１は参考断面図では個別

防火設備の収まりですが、建具表では防火設備ではありませ

ん。建具表を正としてよろしいですか。 

４．A－４５、５０図 AW－７、８は建具表では突き出し窓

ですが、断面図では外倒し窓となっています。建具表を正と

してよろしいですか。 

５．A－４５、５０図 AW－６は建具表では突き出し窓とな

っていますが、防火設備に突き出し窓はありません。 

断面図を正として外倒し窓としてよろしいですか。 

一般的なＤＣとして下さい。 

建具表を正として下さい。 

建具表を正として下さい。 

建具表を正として下さい。 

質問のとおりです。 



別記様式第６号の２ 

和 公 建 第 ９６ 号 

令和 ６ 年 ７月 9 日 

（２０２４年） 

和歌山市 都市建設局  

建築住宅部 公共建築課長 

質 問 回 答 書 

令和６年７月２日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

年 度 

工 事 (業 務 )番 号 

工 事 ( 業 務 ) 名 

工 事 (業 務 )場 所 

令和６年度 

第２４００００５０号 

中消防署南分署宮前出張所新築工事 

和歌山市手平６丁目１０２番９ 

質 問 事 項 回 答 事 項 

１．設計書３５石工事の汚垂石はハイドロセラ・フロアＰＵ

薄型厚さは６ｍｍと考えてよろしいですか。 

２．設計書３６タイル工事の床磁器質タイル３００角の参考

品番の御教示をお願いいたします。 

３．設計書５６内外装工事の腰水切りは厚０．５となってい

ますが、Ａ－２５図では厚０．３５ｍｍとなっています。 

設計書を正としてよろしいですか。 

４．設計書５６の腰水切、壁見切縁、開口見切縁のガルバリ

ウム鋼板はカラーと考えてよろしいですか。

５．Ａ－２５図に押出成形セメント板の通気金物が１０ｍｍ

となっていますが、５ｍｍ、又は１５ｍｍしかありません。

５ｍｍとしてよろしいですか。 

質問のとおりです。 

（参考）平田タイル XT-206V-3030同等品程度とします。 

設計書の厚みについて記載が誤っています。 

A-25図を正として下さい。

質問のとおりです。 

使用する押出成形セメント板の仕様にあった、止金具を使

用してください。 



別記様式第６号の２ 

和 公 建 １０２ 号 

令和６年 ７月 9日 

（２０２４年） 

和歌山市 都市建設局  

建築住宅部 公共建築課長 

質 問 回 答 書 

令和６年７月５日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

年 度 

工 事 (業 務 )番 号 

工 事 ( 業 務 ) 名 

工 事 (業 務 )場 所 

令和６年度 

第２４００００５０号 

中消防署南分署宮前出張所新築工事. 

和歌山市手平６丁目１０２番９ 

質 問 事 項 回 答 事 項 

１．タイル工事 

① 床タイル３００角グレードが不明です。参考品番など指

示お願いします。 

② 汚垂石の厚みの指示お願いします。

６ｍｍですと ＴＯＴＯ ハイドロセラ・フロアＰＵ 薄型 

１０ｍｍテーパー付ですと ＬＩＸＩＬ キラミックステッ

プしかありません。参考品番を含め指示お願いします。 

２．押出成形セメント板 

腰水切りについて 

設計書では、０．５ｍｍ／Ａ－２５ では０．３５ｍｍとな

っています。どちらが正でしょうか。 

３．手摺壁 

スロープ部手摺壁の天端について

Ｇ－０３ 記載の天端位置は、スロープ＋踊場を基準に記載

されていますが見え掛りを車路側のチリを基準にしなくても

（参考）平田タイル XT-206V-3030同等品程度とします。 

（参考）ＴＯＴＯ ハイドロセラ・フロアＰＵ薄型同等品

で積算しています。 

設計書の厚みについて記載が誤っています。 

A-25図を正として下さい。

現場での協議事項とします。 



宜しいでしょうか。 

 

こちらの手摺壁の根入深さは、Ｈ３００ でしょうか。 

Ｈ３００とした場合。コンクリート舗装はＴ１５０なので、

手摺壁Ｌ型擁壁ベースＴ１５０歩道との境界±０の部分は、

ベースにＣＯＮ舗装を乗せるという解釈でしょうか。 

 

４．目隠し壁 

Ｇ０１－０３ 駐輪場 目隠し壁について 

外周擁壁際の側溝Ｃは、当該擁壁を貫通するものと解釈で宜

しいでしょうか。 

 

５．境界について 

Ｇ－０５ 撤去図より 

西側境界線について 

図記載の通り、既存ＣＢ擁壁の隣家のカーポートの境目が境

界線でしょうか。 

 

北側境界線について 

図記載の１１．５７の境界線は、現地 北隣の塀の際（塀の

外側）が境界線でしょうか。 

 

東側境界線について 

図記載の東隣の境界線 ７．２８＋５．９９ の境界線は、

隣接する平屋の建物から１ｍ程度離れた位置に縄張されてい

る隣接建物の南西角周辺にある黄色の杭が境界位置でしょう

か。 

（この建物から西側と南側に１ｍ程度離れた位置） 

 

６．北側境界 

Ｎｏ．５にも関連しますが 

北側境界位置が不明なため、境界位置により質問内容が変わ

るかもしれませんが現況の北側の塀の際に、切株がいくつか

残っています。 

 

この位置が境界とした場合。 

 

 

質問のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

擁壁貫通部は管渠VP150とし、雨水管渠切管の一部を 

流用とします。 

 

 

 

 

ＣＢの西側（外側）が境界です。 

 

 

 

質問のとおりです。 

 

 

 

境界杭等の位置については、契約以降の現場確認とし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

質問にあるような変更が生じた場合は、施工方法等の協議 

を行ったうえで、調った内容に対しての変更を行うもの 

とします。見積は見積用設計図書をもとに行って下さい。 

 

 



大きなものが２つ φ２５０×１とφ３００×１の２つにつ

いては、改良前に根起こししないとオーガーが入らないため

図には記載がありませんが、撤去が必要になります。 

 

ただ、どうみてもＣＢ基礎より下に根があり、根を撤去する

とＣＢに影響がでます。 

 

撤去費用及び撤去によりＣＢに復旧が必要となった時の費用

は清算対象と解釈してよろしいでしょうか。 

 

今回工事に含める場合。 

 

ＣＢ全面復旧の費用を含めるのでしょうか。入札金額として

参加業者が同じ条件で計上できるよう指示お願いします。 

 

現況周辺状況に記載されていないことや図面と現況の相違が

多すぎます。 

Ｓ１１１ 記載通り 不明箇所について質疑応答にて解決で

きるよう指示お願いします。 

 

７．Ａ－０７ 調査範囲の記す建物が現況や外構図と全く異

なります。 

対象も建物を指示お願いします。 

 

①西隣 木造２階 １０４㎡ 

実際現場確認して頂いても、GoogleMapを見ても西側の塀に

隣接する建物は二棟あります。道路に面している建物の北側

にある建物は調査対象外でしょうか。 

 

②東隣 木造平屋 ４８．１９㎡ 

「今回工事場所」と記載の斜線部分と全く違う位置（北側）

に記載ありますが、こちらについては現況東隣のGoogleMap

のレンガ色の屋根の建物でしょうか。 

 

それとも、調査範囲のおおよその位置にある一部平屋・一部

２階建ての緑色の屋根の建物でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲図の周辺家屋（東側、西側、北側）のプロット 

位置に相違があります。 

調査範囲図面は以下を参照してください。 

なお、積算数量の変更はありません。 

 

 

0006295
スタンプ



③北隣 木造２階 １５８．３５㎡ 

この建物は、GoogleMap北側の緑色の屋根の更に北側の２階

建ての茶色の屋根の家でしょうか。 

 

④現場を確認すると工事場所と思われる空き地に隣接する建

物は、西隣に２棟・東隣に１棟・北棟に１棟【合計】４棟の

建物がありますが、調査範囲に記載の建物は３棟しかありま

せん。 

 

通常、物置などは個別に分別しませんが、独立された車庫

や倉などは別棟として調査しますが、西隣の北側の建物が調

査は不要ということでしょうか。 

また、この建物は西隣の道路に面している隣家とは別の家

主の建物でしょうか。 

今回、撤去工事や擁壁外部側溝など工事干渉する部分です。

詳細の回答をお願いします。 
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